
Ⅱ－１　地震発生時の対応

地震及び津波対策要綱
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２　地震及び津波対応
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　学校は，地震および津波発生の災害時において，生徒の生命・身体の安全確保を最優先し，教育活動の確保
を図るとともに，事前の備えを十分に行い，万全を期さなければならない。以下，地震及び津波発生時の対応
を示す。

石巻市立湊中学校　地震及び津波対応組織

　防災主任に地震及び津波に関する情報収集をするよう指示する。

防災主任

事務主任
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　津波発生があった場合、被害の発生防止又は軽減を図るため、高台への避難な
ど必要な措置を講ずる。
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　避難誘導班に生徒の避難誘導をするよう指示する。

　生徒避難完了後、教職員にも避難を指示する。

　地震が発生したことを各班長に伝達するとともに、当該施設内にその旨及び必
要な措置について周知を図る。

　あらかじめ幾つかの状況を想定し、それぞれの場合に応じた情報伝達手段に基
づいて、生徒・保護者・地域に対しての連絡や情報提供を行う。
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　隊長の指示に基づき、ただちに地震及び津波に関する情報の収集に務め、随時
隊長に報告する。
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　隊長の指示に基づき、地震及び津波に関する情報及び隊長の命令の内容等防災
上必要な情報を生徒・教職員に伝える。

地震津波対策本部

本部長：校長

　　　　：教務主任

　　　　：防災主任

情報収集連絡班

　本部長(校長)は，状況に応じて「避難誘導班」に生徒の状況確認及び人員確認をするよう指示する。

　教頭は収集した情報を統括し，本部長の指示の下，教育委員会に連絡し，生徒の状況等について報告を
する。

　本部長(校長)は，「情報収集班」に保護者や関係機関と連絡を取るよう指示し，生徒の安全と避難先の
確認を行う。

　緑十字の旗を立て、本部位置を示す。

　津波注意報・警報発表の場合，地域の特色から鑑み，高台への緊急避難を行う。

３　登下校時の対応

　養護教諭

救護班
　生徒や避難者の状況に応じて応急手当を行う。

通学路内の津波避難ビルや高台避難が可能な場所を生徒と確認しておく。

　生徒の避難完了後、拡声器等を用いて避難の方法や方向を指示し、混乱の発生
防止に努める。
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　必要に応じて災害伝言ダイヤル(171)を活用し、家庭の被害状況等の情報を収集
する。
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教務主任

学年主任

学級担任

副主任、副担任

　学級担任は出席簿を用いて生徒の状況確認をし、学年主任に報告する。
〔報告順〕学級担任→学年主任→教頭→校長
　※所在不明生徒が出た場合は直ちに校舎内外の検索を行う。
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　地震発生時の状況により校舎倒壊の恐れがある場合、隊長の指示に基づき、速
やかに位置について校舎内の避難路の確保及び安全の確認、避難場所（職員駐車
場）までの誘導を直ちに行う。

1

教頭

避難誘導班

　隊長から津波発生における誘導開始の指示を受けたときは、生徒を高台に避難
誘導する。

3

　避難誘導の際には、拡声器等を用いて避難の方法や方向を指示し、混乱の発生
防止に努める。

4



４　校外学習時の対応

① 生徒の安全確保を最優先し，安全な場所(落ちてこない，倒れてこない)を見つけて避難

※津波注意報・警報が発表された場合は，顧問の判断で高台又は校舎４階以上へ避難

② 避難後の安全確保→生徒の体調等を確認

➡負傷者がいる場合は応急手当，状況に応じて救急車の要請

　行方不明者がいる場合は，担任以外の教職員で捜索(随時連絡を取り合う)

③ 学校へ連絡→避難先，生徒の様子を報告

④ 保護者へ連絡(学校から保護者へ連絡)

⑤ 保護者への引渡し

５　休日部活動時の対応

① 生徒の安全確保を最優先し，活動中止，安全な場所(落ちてこない，倒れてこない)に避難

※津波注意報・警報が発表された場合は，顧問の判断で高台又は校舎４階以上へ避難

② 避難後の安全確保→生徒の体調等を確認

➡負傷者がいる場合は応急手当，状況に応じて救急車の要請

③ 状況報告（顧問代表　→　教頭　→　校長）

④ 震度６弱以上の場合は全職員学校へ参集

※津波注意報・警報発表時は参集せず，解除後に参集

⑤ 保護者へ連絡（メール：教頭が配信）

⑥ 保護者へ引渡し



＊「二次避難」は，近い階段から職員駐車場へ
＊階段を下りる際は，上階から来る者は手すり側を通ること。
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　　　　　講堂・武道館→ピロティ―から校庭に向かう。

　　【避難経路】
　　　※本当の火災の場合は，出火場所から離れる経路を選択して避難する。

Ⅱ－２　火災発生時の対応

　１学年所属　　３階・２階南棟→体育館棟→武道館入口

　事務補助員　　１階→ピロティ―側非常口

＊教務主任は職員室から携帯型無線電話と緊急時持出し袋，メガホンを持参する

点
呼

点呼＜学級担任＞

学級担任　→　学年主任　→　教　頭　→　校　長

　　　　　南校舎（２年，３年教室）→東階段を通って，ピロティ―側非常口から校庭に向かう。

各教室所定の避難経路を通り，校庭（体育倉庫前）に男女1列で整列させる。

＜検索分担＞

授業者以外の職員は検索しながら避難

　２学年所属　　４階南棟→中央棟→生徒昇降口

初
期
消
火
・
避
難
・
検
索

緊急放送Ⅱ＜教頭・教務主任＞

○○より火災発生。延焼の恐れあり。指示に従い迅速に避難しなさい。

１１９番通報＜教頭・教務主任＞

湊中学校で火災発生。消防の出動を要請します。

避難指示＜授業者＞

授業者は出席簿を持ち，生徒を誘導する。

　➡廊下に整列し，速やかに避難しなさい。

　➡最後の人は出入り口を閉めなさい。

　　※教室に生徒が残っていないか確認して，出入り口の戸を閉める

　３学年所属　　３階中央棟→北棟→北非常階段

　　　整列後，生徒を誘導しつつ避難を開始する

　　　　出火場所に近寄らない避難経路を選択，指示する

　　　　　北校舎（音楽室・理科室）→北非常階段や北階段を通って，駐車場から校庭に向かう。

　　　　　中校舎（ＰＣ室・図書室）→北階段または中央階段を通って，駐車場から校庭に向かう。

　　　　　南校舎（１年，特支教室）→中央階段または北階段を通って，駐車場から校庭に向かう。

待
機
・
確
認

避難指示

緊急放送Ⅰ＜教頭・教務主任＞

校舎内で火災発生の模様。指示があるまで待機しなさい。

待機指示・避難口確保＜授業者＞

窓側の生徒は窓を閉めカーテンを開けなさい。近くの者は出入り口を開けなさい。

ハンカチなど，煙を防ぐ用意をしなさい。※時間に余裕があるときにはヘルメット着用指示も

火災警報鳴動
⇒　教頭・教務主任 指示　⇒

　確認と初期消火＜用務員等＞

目視による第一発見者 　避難場所表示準備＜養護教諭＞





＊火元からなるべく離れた階段から下りて校庭へ
＊階段を下りる際は，上階から来る者は手すり側を通ること。
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発災場所

◆教室に一番近い階段を使用

◆トレ室経由で校庭へ



Ⅱ－３　突風・竜巻発生時の対応

(1)

○各種情報収集

　 　・発達した積乱雲接近の視認

予兆 　①真っ黒い雲が近づき周囲が急に暗くなる

　②雷鳴が聞こえたり，雷光が見えたりする

　③ヒヤッとした冷たい風が吹き出す

　④大粒の雨や雹が降り出す

　

　

→

　

　　・　急変が予想される場合は，登下校を控える
　　・　近くの丈夫な建物に避難する
　　・　くぼみなどに身を伏せる
　　・　電柱や太い樹木には近寄らない

　　・　窓から離れ，壁の近くなど，物陰に入って身を小さくする

　③　屋外にいる場合

　　・　校舎など丈夫な建物に避難する

校長
防災主任

○生徒の状況(けが等）を確認するとともに
　校舎の状況について確認する

　④　登下校中の時

生徒を素早く校内へ誘導し，安全確保に努める

　　　　*　物置やプレハブの中は危険

○校内放送で緊急事態を全教職員・生徒等に
　知らせる

校長
防災主任

竜巻注意情報等発表時及び発生時の対応

教職員

　　・　窓から離れる
　　・　帽子をかぶったり机下に入るなどし，身を小さくして頭部を守る

　②　教室以外の校舎内にいるとき

教職員

○生徒に指示し，安全な場所を確保し，安全
　な態勢をとらせる

　①　教室・特別教室では
　　・　窓を閉め鍵をかけ，カーテンを閉める
　　・　出入り口のドアを閉める

竜巻通過後

竜巻注意情報発表



Ⅱ－３－（２）雷発生時の対応（在校中）

①　校舎等施設の被害情報の把握
②　情報収集
　　（二次災害の危険性や地域の被害等）

③　教育委員会へ連絡
④　保護者等からの照会に対する対応

　＊　場合によっては自家用車で運ぶ
救急車に同乗 　＊　担任または養護教諭

付き添い・看護

保護者へ
の連絡

学校の連絡

保護者への
引き渡し

落雷被害者に手を触れても感電しないが，慎重に行動する

≪授業中≫ ≪休み時間など≫

生徒の安全の確保 生徒の安全の確保

避難指示の放送（機器使用可の場合）
〈授業中〉
　「雷です。建物は大丈夫ですが，壁や電気製
　　品から離れてください。」
〈休み時間〉
　「雷です。高い建物や木のそばから離れ，校
　　舎の中に入ってください。」
　＊傘をさしている時は雨傘をとじ，建物の中
　　に入るように指示する。
〈プール指導中）
　「雷です。水から出て更衣室に入ってくださ
　　い。」
　＊機器使用不可の場合は，ハンドマイク等で
　　指示をする。

　○石巻消防署湊出張所（95－0032）へ通報
　○教育委員会（95－1111）へ連絡

落雷被害者や負傷者の確認と救助，救出

実施可能な応急手当

脈拍と呼吸が止まっている場合は，心配蘇生法を施す

救急車の要請 　＊　救急車の要請の決定と指示〈校長（教頭）〉

雷鳴発生 雷鳴発生



帰宅確認

保護者への引き渡し

①情報収集
（二次災害の危険性や地
　域の被害等）
②教育委員会へ連絡
③保護者等からの照会に
　対する対応
④関係機関への救助申請

＊救急車の要請の決定と指示

〈校長（教頭），場合によっては引率者の判断〉

近くの安全な場所に避難
生徒の保護

避難後の安全の確保

学校へ連絡 学校へ連絡

雷発生時の対応（校外学習中，登下校中）

≪授業中≫ ≪休み時間など≫

付き添い・看護

学校へ連絡

・建物の中では，壁や電気製品から離
　れる
・高い建物や木のそばから離れる
・逃げ込む建物がない時は，目や耳を
　ふさぎ，足を閉じて座る

落雷被害者や負傷者の確認と救助，救出

救急車の要請

学校へ連絡

救急車に同乗

生徒の安全の確保 校地内巡視

保護者への連絡

学校：０２２５－９５－８３５１

＊　担任または養護教諭

実施可能な応急手当

＊避難後の対応決定〈校長〉

〈校長（教頭），場合によっては引率者

＊場合によっては，学校から応援職員を派遣

通学路巡視

雷鳴発生 雷鳴発生



Ⅱ－４　風水害想定の場合の対応

　（１）暴風警報発表時の対応

○各種情報収集
　・気象情報
　・河川・道路状況
　・交通機関状況
○通学路を含む学校周辺の安全確認
　・河川の水位
　・土砂崩れ

○各種措置判断
　・休校措置
　・授業の打ち切り
　・保護者への引き渡し
　・集団下校
　・下校見合わせ，学校待機　等
○教育委員会への報告

○保護者への連絡
(メール配信・緊急連絡網）
　・各種措置について
　・翌日の対応　　等

○各種対応

教職員

　・潮位

校　長

教　頭
担　任

教職員

暴風警報発

暴風警報解

大型低気圧接



　（２）大雨洪水警報発表時の対応

○各種情報収集
　・気象情報
　・河川・道路状況
　・交通機関状況
○通学路を含む学校周辺の安全確認

　・土砂崩れ

○各種措置判断
　・休校措置
　・授業の打ち切り
　・保護者への引き渡し
　・集団下校
　・下校見合わせ，学校待機　　等
○教育委員会への報告

○保護者への連絡
(メール配信・緊急連絡網）
　・各種措置について
　・翌日の対応　　等

○各種対応

教職員

　・河川の水位

校　長

教　頭
担　任

教職員

大雨洪水警報発

警報解除



　（３）大雪警報発表時の対応

○各種情報収集

○通学路を含む学校周辺の安全確認
　・なだれ
　・着雪による停電や倒木

○各種措置判断
　・休校措置
　・授業の打ち切り
　・保護者への引き渡し
　・集団下校
　・下校見合わせ，学校待機　等
○教育委員会への報告

○保護者への連絡

(メール配信・緊急連絡網）

　・各種措置について
　・翌日の対応　　等

○各種対応

　・道路状況
　・交通機関状況

校　長

教　頭
担　任

教職員

教職員
　・気象情報

大雪警報発

警報解除



◆浸水深の見方

◆想定最大規模での浸水深：0.5～3ｍ（湊中学校）

◆東日本大震災時の浸水深：6ｍ（湊中学校）

参考：湊地区洪水ハザードマップ

　※浸水の着色の無い地域でも、場合によっては浸水する場合もあるため注意が必要。

　大雨により北上川、旧北上川、江合川が増水し、堤防の決壊等で氾濫した場合に想定される浸水
の予想区域と浸水深、土砂災害の恐れのある箇所を示したものである。

〔江合川〕

　2日間の雨量が634mm

〔北上川〕

　2日間の雨量が264mm

〔旧北上川〕

　2日間の雨量が354mm

◆洪水ハザードマップとは

＊最大規模（100年に一度の確率で起こると想定される豪雨）での想定雨量は以下のとおり



Ⅱ－5　原発事故発生時の対応

○ 国，道府県 ・テレビ，ラジオ等で緊急放送実施

○ 市町村 ・防災行政無線，広報車，ＣＡＴＶ等

○ その他　　　　　　　　　　・漁業無線，海上保安庁巡視船

・

・

☆

☆

☆

☆

☆

☆

⇒

・

・

☆

☆

☆

☆

持ち物は最小限に

戸締りをしっかり

避
　
　
難

環境に放出された放射性物質から遠く離れ，放射線による外部・内部被ばくを防ぐ

県や市の指示に従う

集合場所には徒歩で

ガス・電気の消火消灯

正
確
な
情
報
の

収
集

学校の対応①

災害対策本部の情報から状況を把握し屋内退避・避難等の対応方針について指示を受ける

指示時に屋外にいた生徒には，顔や手の洗浄，着替えをするよう指示する。着替えた服はビニル袋に
密封する。必要に応じてシャワーによる洗髪・洗体をさせる

　○一斉メール配信等により保護者への連絡を行う

ドアや窓を全部閉める，換気扇や空調設備等を止めるなどにより外気を遮断する

　○対応方針に応じて生徒に対してとるべき行動の指示を行う

Ⅱ－６避難所開設・運営協力へ

学校の対応②　　

励行事項は屋内退避に準じる

・個人住宅の屋内退避では，被爆の低減効果が小さい場合，コンクリート建屋へ
　の避難指示が行われ，学校が避難所となる場合がある

コ
ン
ク
リ
ー
ト

屋
内
退
避

屋
内
退
避

・屋根や壁などで放射線を遮ることで，外部被ばくを低減させる。
・屋内の気密性を高めることで放射性物質の侵入を抑え，内部被ばくを抑る。

ドアや窓を全部閉める

換気扇などを止める

外から帰ってきた人は顔や手などを洗う

防災行政無線，広報車，テレビ・ラジオなどの正しい情報を得る

食器にはふたをしたりラップをかける

広域避難が必要となった場合の避難場所

湊小学区：大崎市（大崎合同庁舎）


